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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像部の少なくとも前方に展開されて前記撮像部を視覚認識可能または視覚認識不能に
する調光シートと、
　調光シート駆動装置と、を備え、
　前記調光シートは、前記撮像部を格納する空間を区切る面の１つであり、
　前記調光シート駆動装置は、前記調光シートに対して、当該調光シートの光透過率を瞬
間的に高めるための電圧を印加する電圧印加部と、前記電圧印加部の出力値を制御して、
前記撮像部での撮像期間に前記電圧を印加させるタイミング制御部と、を備え、
　前記調光シートが前記撮像部を視覚認識不能にする場合に、前記調光シートが有する色
相および明るさが、前記空間を区切る他の面が有する色相および明るさと同じである
　調光システム。
【請求項２】
　前記タイミング制御部は、前記撮像部を視覚認識不能とする状態を前記調光シートに維
持させつつ、前記撮像期間に前記電圧を印加させる
　請求項１に記載の調光システム。
【請求項３】
　前記撮像部を視覚認識不能としつつ、前記撮像期間に前記電圧を印加させる第１モード
と、
　前記撮像部を視覚認識可能とする第２モードと、を前記タイミング制御部に設定するモ
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ード設定部をさらに備える
　請求項２に記載の調光システム。
【請求項４】
　前記電圧の印加時における前記電圧印加部の出力状態は、第１状態であり、
　前記タイミング制御部は、
　前記調光シートの各透明電極が相互に異なる電位に接続される前記第１状態と、
　前記調光シートの各透明電極が共通電位に接続される第２状態と、
　を前記電圧印加部に交互に繰り替えさせて、それにより、前記撮像部を視覚認識不能と
する状態を前記調光シートに維持させつつ、前記撮像期間に前記透過電圧を印加させる
　請求項２または３に記載の調光システム。
【請求項５】
　前記電圧の印加時における前記電圧印加部の出力状態は、第１状態であり、
　前記タイミング制御部は、
　前記調光シートの各透明電極が共通電位に接続される前記第１状態と、
　前記調光シートの各透明電極が相互に異なる電位に接続される第２状態と、
　を前記電圧印加部に交互に繰り替えさせて、それにより、前記撮像部を視覚認識不能と
する状態を前記調光シートに維持させつつ、前記撮像期間に前記透過電圧を印加させる
　請求項２または３に記載の調光システム。
【請求項６】
　前記撮像期間は、前記撮像部でのシャッターの開期間である
　請求項１から５のいずれか一項に記載の調光システム。
【請求項７】
　前記撮像期間は、前記撮像部が備える複数の撮像素子での光電変換の開始タイミングか
ら電荷蓄積の終了タイミングまでである
　請求項６に記載の調光システム。
【請求項８】
　前記撮像部は、２つの側壁面と天井面とが交差する隅部に設置され、
　前記２つの側壁面および前記天井面が、前記空間を区切る前記他の面を構成し、
　前記調光シートは、前記撮像部を覆い隠すように前記撮像部の前方に展開し、かつ、前
記２つの側壁面および前記天井面に連なって、前記２つの側壁面および前記天井面ととも
に前記撮像部を格納する前記空間を区切る
　請求項１から７のいずれか一項に記載の調光システム。
【請求項９】
　前記調光シートは、前記２つの側壁面と前記天井面とに連なるような曲面状を有する
　請求項８に記載の調光システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像部と撮像対象との間に位置する調光シートを駆動する調光シート駆動装
置、調光システム、および、調光シート駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　調光シートは、第１透明電極と第２透明電極とに挟まれた液晶組成物を備える。液晶組
成物は、透明電極間での電圧の変化を受けて透明と不透明とに変わる。調光シート駆動装
置は、不純物イオンなどの偏析を抑えるために、透明電極間に交流電圧を印加する（例え
ば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　調光シートの型式は、ノーマル型とリバース型とに分類される。ノーマル型の調光シー
トは、非通電時に不透明である。ノーマル型の調光シートは、光の遮蔽性を頻繁に必要と
するスクリーン等に適用される。リバース型の調光シートは、非通電時に透明である（例
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えば、特許文献２を参照）。リバース型の調光シートは、透明による安全性を非常時に必
要とする建材等に適用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１８－０９１９８６号公報
【特許文献２】特開２０００－３２１５６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　不透明な調光シートで空間を区切ることによって、視覚では空間内を認識できない新た
な遮蔽空間を形成できる。新たに区切られた遮蔽空間内の物体はその存否などを視覚認識
不能にできる。そのため、意匠性が高い空間を遮蔽空間外に演出できる。一方、遮蔽空間
内に撮像機器が存在する場合には、当該機器による撮像が遮蔽空間内での利用に制限され
てしまう。
【０００６】
　例えば、屋内に設置される監視装置を遮蔽空間に収納する場合、監視装置の存否などが
遮蔽空間外から視覚認識不能とはなるが、監視装置による遮蔽空間外の監視自体が不可能
となる。車両に搭載される観測装置を遮蔽空間が収納する場合、観測装置の存否などが視
覚認識不能とはなるが、観測装置による車外の観測自体が不可能となる。
【０００７】
　本発明は、調光シートを挟む一方の空間内から他方の空間を撮像可能な調光シート駆動
装置、調光システム、および、調光シート駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための調光シート駆動装置は、撮像部の少なくとも前方に展開され
て前記撮像部を視覚認識可能または視覚認識不能にする調光シートであって、当該調光シ
ートの光透過率を瞬間的に高めるための電圧を調光シートに印加する電圧印加部と、前記
電圧印加部の出力値を制御して、前記撮像部での撮像期間に前記電圧を印加させるタイミ
ング制御部と、を備える。
　上記課題を解決するための調光システムは、調光シートと、前記調光シートを通して撮
像対象を撮像する撮像部と、上記調光シート駆動装置と、を備える。
【０００９】
　上記課題を解決するための調光シート駆動方法は、撮像部の少なくとも前方に展開され
て前記撮像部を視覚認識可能または視覚認識不能にする調光シートであって、当該調光シ
ートの光透過率を瞬間的に高めるための電圧を前記撮像部での撮像期間に前記調光シート
に印加する。
【００１０】
　上記各構成によれば、撮像部の撮像期間に調光シートが瞬間的に光透過率を高めるため
、調光シートに挟まれた一方の空間に位置する撮像部が他方の空間を撮像することが可能
となる。
【００１１】
　上記調光シート駆動装置において、前記タイミング制御部は、前記撮像部を視覚認識不
能とする状態を前記調光シートに維持させつつ、前記撮像期間に前記電圧を印加させても
よい。
【００１２】
　上記構成によれば、撮像部の少なくとも前方に展開された調光シートが、撮像部を視覚
認識不能とする。そして、調光シートを隔てた撮像部の反対側の空間では、空間に位置す
る人の意識から撮像部の存在が除かれる、あるいは、撮像部に対する意識が希薄となる。
また、調光シートを隔てた撮像部の反対側の空間内から見て、同空間を区切る構造での意
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匠性を高めることもできる。こうした環境下においても、撮像部による撮像が可能となる
ため、調光シート駆動装置の有用性を高めることが可能ともなる。
【００１３】
　上記調光シート駆動装置は、前記撮像部を視覚認識不能としつつ、前記撮像期間に前記
電圧を印加させる第１モードと、前記撮像部を視覚認識可能とする第２モードと、を前記
タイミング制御部に設定するモード設定部をさらに備えてもよい。
【００１４】
　例えば、店舗内に設置される防犯装置は、防犯装置が備える撮像部を視覚認識不能とす
ることによって犯罪の解決機能を高める場合もあれば、撮像部を視覚認識可能とすること
によって犯罪の抑止機能を高める場合もある。この点、上記構成であれば、撮像部を視覚
認識不能とする第１モードと、撮像部を視覚認識可能とする第２モードとが設定可能とな
るため、適用場面に合わせて調光シートを駆動させることが可能ともなる。
【００１５】
　上記調光シート駆動装置において、前記透過電圧の印加時における前記電圧印加部の出
力状態は、第１状態であり、前記タイミング制御部は、前記調光シートの各透明電極が相
互に異なる電位に接続される前記第１状態と、前記調光シートの各透明電極が共通電位に
接続される第２状態と、を前記電圧印加部に交互に繰り替えさせて、それにより、前記撮
像部を視覚認識不能とする状態を前記調光シートに維持させつつ、前記撮像期間に前記透
過電圧を印加させてもよい。
【００１６】
　上記構成によれば、前記調光シートの各透明電極が相互に異なる電位であるときに撮像
部を視覚認識不能にできるため、撮像部を視覚認識不能とする空間内から当該空間外を撮
像可能とすることをノーマル型の調光シートで実現可能となる。
【００１７】
　上記調光シート駆動装置において、前記透過電圧の印加時における前記電圧印加部の出
力状態は、第１状態であり、前記タイミング制御部は、前記調光シートの各透明電極が共
通電位に接続される前記第１状態と、前記調光シートの各透明電極が相互に異なる電位に
接続される第２状態と、を前記電圧印加部に交互に繰り替えて、それにより、前記撮像部
を視覚認識不能とする状態を前記調光シートに維持させつつ、前記撮像期間に前記透過電
圧を印加させてもよい。
【００１８】
　上記構成によれば、前記調光シートの各透明電極が共通電位に接続されるときに撮像部
を視覚認識不能にできるため、撮像部を視覚認識不能とする空間内から当該空間外を撮像
可能とすることをリバース型の調光シートで実現可能となる。
　上記調光シート駆動装置において、前記撮像期間は、前記撮像部でのシャッターの開期
間であってもよい。
【００１９】
　撮像部が光を取り入れる期間と、調光シートが光透過率を高める期間との間に生じるず
れは、画像の輝度やコントラストを低下させる。この点、上記構成であれば、機械的なシ
ャッターであれ、電気的なシャッターであれ、撮像部が光を取り入れる期間と、調光シー
トが光透過率を瞬間的に高める期間との間で、時刻同期を図ることが可能となる。結果と
して、調光シートを通した撮像結果による画質を高めることが可能ともなる。
【００２０】
　上記調光シート駆動装置において、前記撮像期間は、前記撮像部が備える複数の撮像素
子での光電変換の開始タイミングから電荷蓄積の終了タイミングまでであってもよい。
【００２１】
　光電変換の開始タイミング、および、電荷蓄積の終了タイミングは、全ての撮像素子を
対象として時刻同期が図られる機会である。そのため、光電変換の開始タイミングと、調
光シートでの透明遷移の開始タイミングとの同期を図る構成であれば、全ての撮像素子に
共通するタイミングで、撮像を開始できる。また、光電変換の終了タイミングと、調光シ
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ートでの不透明遷移の開始タイミングとの同期を図る構成であれば、全ての撮像素子に共
通するタイミングで、撮像を終了できる。結果として、撮像素子間での撮像結果のばらつ
きを抑えることが可能ともなる。
　上記調光シート駆動装置において、前記調光シートは、前記電圧が印加される第１透明
電極と第２透明電極との間に液晶組成物を備えてもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る調光シート駆動装置、調光システム、および、調光シート駆動方法によれ
ば、調光シートに挟まれた一方の空間から他方の空間を撮像することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】調光システムの一実施形態での構成を示す構成図。
【図２】調光システムが備える調光シートの一例における断面構造を示す断面図。
【図３】調光システムが備える調光シートの他の例における断面構造を示す断面図。
【図４】調光システムが備える撮像部での電荷量の転送構成を示す構成図。
【図５】調光システムが備える調光シート駆動装置の機能を示すブロック図。
【図６】撮像期間と調光シートの駆動電圧の推移との関係を示すタイミングチャート。
【図７】撮像期間と調光シートの駆動電圧の推移との関係を示すタイミングチャート。
【図８】変更例の調光システムが備える調光シート駆動装置の機能を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　図１から図７を参照して、調光シート駆動装置、調光システム、および、調光シート駆
動方法の一実施形態を説明する。以下、調光システム、駆動対象である調光シート、およ
び、調光シート駆動装置を順に説明し、次いで、調光シート駆動装置が実行する駆動方法
を説明する。
【００２５】
　［調光システム］
　図１が示すように、調光システムは、調光シート１０と、撮像部２０とを備える。
　撮像部２０は、２つの側壁面ＷＳと天井面ＷＴとが交差する隅部に設置されている。撮
像部２０の前方には撮像部２０を覆い隠すように調光シート１０が展開している。調光シ
ート１０は、撮像部２０を視覚認識可能または視覚認識不能にする。
【００２６】
　調光シート１０は、単一の室内空間を二つの空間に物理的兼光学的に区切る。つまり、
撮像部２０は、各面ＷＳ、ＷＴおよび調光シート１０によって区切られた第１空間ＳＰ内
に載置、格納されている。なお、調光シート１０で区切られた他方の空間は、撮像部２０
の撮像対象となる第２空間である。
【００２７】
　本実施形態の調光シート１０は、側壁面ＷＳと天井面ＷＴとに連なるような曲面状を有
する。調光シート１０が三次元的な曲面状を有するため、２つの側壁面ＷＳ、天井面ＷＴ
、および、調光シート１０は、恰も単一の連続面であるように、視覚認識される。第１空
間と第２空間とを区切る構造体の意匠性は、上述した連続性と、不透明な調光シート１０
が撮像部２０を視覚確認不能とすることとが相まって、高められる。
　なお、調光シート１０は、曲面状であってもよいし、平面状であってもよい。
【００２８】
　撮像部２０は、例えば、店舗内に設置されて、第２空間の一例である店舗の入口付近や
出口付近の状況を撮像する。撮像部２０は、例えば、オフィスビルなどの建築物に設置さ
れて、第２空間の一例である廊下付近の状況や、エレベーター内の状況を撮像する。
【００２９】
　なお、撮像部２０は、例えば、車両に搭載される観測装置であってもよい。観測装置は
、車両周辺の交通状況、走行路の路面状況、車両周辺の歩行者などを撮像する。この際、
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調光シート１０は、第１空間の一例である車内と、第２空間の一例である車外とを区切る
。車外から見た車両の意匠性は、不透明な調光シート１０によって、すなわち、調光シー
ト１０が観測装置を視覚確認不能とすることによって、高められる。
【００３０】
　［調光シート］
　調光シート１０の型式は、ノーマル型とリバース型とのいずれか一方である。
　ノーマル型の調光シート１０は、調光シート１０の通電時に高い光透過率を有し、調光
シート１０の非通電時に低い光透過率を有する。例えば、ノーマル型の調光シート１０は
、調光シート１０の通電時に透明であり、調光シート１０の非通電時に不透明である。
【００３１】
　リバース型の調光シート１０は、調光シート１０の通電時に低い光透過率を有し、調光
シート１０の非通電時に高い光透過率を有する。例えば、リバース型の調光シート１０は
、調光シート１０の通電時に不透明であり、調光シート１０の非通電時に透明である。
【００３２】
　透明とは、調光シート１０を通して物体の存否を視覚認識可能とする状態である。不透
明とは、調光シート１０を通して物体の存否を視覚認識不能とする状態である。あるいは
、透明とは、調光シート１０を通して物体の形状や種類を視覚認識可能とする状態である
。不透明とは、調光シート１０を通して物体の形状や種類を視覚認識不能とする状態であ
る。
【００３３】
　ノーマル型の調光シート１０が備える層構造の一例を図２に示す。リバース型の調光シ
ート１０が備える層構造の一例を図３に示す。
　図２が示すように、ノーマル型の調光シート１０は、第１透明電極１１、第２透明電極
１２、および、調光層１３を備える。調光層１３は、第１透明電極１１と第２透明電極１
２との間に位置する。第１透明電極１１と第２透明電極１２とは、別々の配線を通じて、
電圧印加部３３に接続されている。
【００３４】
　第１透明電極１１と第２透明電極１２とは、可視光透過性と電気伝導性とを備える。
　第１透明電極１１が備える光透過性は、撮像部２０による調光シート１０を通した撮像
を可能にする。第２透明電極１２が備える光透過性もまた同様である。
　第１透明電極１１が備える電気伝導性は、第１透明電極１１の電位を第１透明電極１１
の面内で均一にする。第２透明電極１２が備える電気伝導性もまた、第２透明電極１２の
電位を第２透明電極１２の面内で均一にする。
【００３５】
　各透明電極１１，１２を構成する材料は、例えば、酸化インジウムスズ、フッ素ドープ
酸化スズ、酸化スズ、酸化亜鉛、カーボンナノチューブ、ポリ（3,4-エチレンジオキシチ
オフェン）からなる群から選択されるいずれか一種である。
【００３６】
　電圧印加部３３は、第１透明電極１１に第１電極電圧ＳＩＧＤ１を印加して、第１透明
電極１１を第１電位Ｖ１に設定する。電圧印加部３３は、第２透明電極１２に第２電極電
圧ＳＩＧＤ２を印加して、第２透明電極１２を第２電位Ｖ２に設定する。
【００３７】
　調光層１３は、液晶組成物を含む。液晶組成物に含まれる液晶分子の一例は、シッフ塩
基系、アゾ系、アゾキシ系、ビフェニル系、ターフェニル系、安息香酸エステル系、トラ
ン系、ピリミジン系、シクロヘキサンカルボン酸エステル系、フェニルシクロヘキサン系
、ジオキサン系からなる群から選択される一種である。
【００３８】
　液晶組成物の保持型式は、高分子ネットワーク型、高分子分散型、カプセル型からなる
群から選択されるいずれか一種である。高分子ネットワーク型は、３次元の網目状を有し
た高分子ネットワークを備えて、相互に連通した網目状の空隙のなかに液晶組成物を保持
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する。高分子分散型は、孤立した多数の空隙を高分子層のなかに備えて、高分子層に分散
した空隙のなかに液晶組成物を保持する。カプセル型は、カプセル状を有した液晶組成物
を高分子層のなかに保持する。
【００３９】
　調光層１３は、２つの透明電極１１，１２間の電圧を受けて、液晶分子の配向方向を変
える。配向方向の変化は、調光層１３に入る可視光の散乱度合い、吸収度合い、または、
透過度合いの少なくとも一つを変化させる。
【００４０】
　第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とが相互に等しいとき、すなわち、
２つの透明電極１１，１２が共通電位に接続されるとき、ノーマル型の調光シート１０は
、液晶分子の配向方向を無秩序とする。液晶分子の配向方向が無秩序であるとき、ノーマ
ル型の調光シート１０での光透過率は、相対的に低い。相対的に低い光透過率を有する状
態が、視覚で認識できる頻度で繰り返されるとき、あるいは、継続されるとき、ノーマル
型の調光シート１０は、不透明と認識され、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能とする
。
【００４１】
　第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２との電位差が所定値以上であるとき
、すなわち、２つの透明電極１１，１２間の電圧が所定値以上であるとき、ノーマル型の
調光シート１０は、調光層１３が可視光を透過するように、液晶分子の配向方向を揃える
。液晶分子の配向方向が揃っているとき、ノーマル型の調光シート１０での光透過率は、
相対的に高い。相対的に高い光透過率を有する状態が、視覚で認識できる頻度で繰り返さ
れるとき、あるいは、継続されるとき、ノーマル型の調光シート１０は、透明であって、
撮像部２０を第１空間で視覚認識可能とする。
【００４２】
　図３が示すように、リバース型の調光シート１０は、第１透明電極１１、第２透明電極
１２、第１配向膜１４、第２配向膜１５、および、調光層１３を備える。
　調光層１３は、第１配向膜１４と第２配向膜１５との間に位置する。第１配向膜１４は
、調光層１３と第１透明電極１１との間に位置し、かつ、調光層１３と接している。第２
配向膜１５は、調光層１３と第２透明電極１２との間に位置し、かつ、調光層１３と接し
ている。
【００４３】
　第１配向膜１４、および、第２配向膜１５を構成する材料は、例えば、ポリイミド、ポ
リアミド、ポリビニルアルコール、シアン化化合物等の有機化合物、シリコーン、シリコ
ン酸化物、酸化ジルコニウム等の無機化合物、または、これらの混合物により構成されて
いる。
【００４４】
　第１配向膜１４、および、第２配向膜１５は、例えば、垂直配向膜、あるいは、水平配
向膜である。垂直配向膜は、第１透明電極１１の電極面、および、第２透明電極１２の電
極面と垂直になるように、液晶分子の長軸方向を配向させる。水平配向膜は、第１透明電
極１１の電極面、および、第２透明電極１２の電極面とほぼ平行となるように、液晶分子
の長軸方向を配向させる。
【００４５】
　第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とが相互に等しいとき、すなわち、
２つの透明電極１１，１２が共通電位に接続されるとき、リバース型の調光シート１０は
、調光層１３が可視光を透過するように、液晶分子の配向方向を各配向膜１４，１５によ
って揃える。液晶分子の配向方向が揃っているとき、リバース型の調光シート１０での光
透過率は、相対的に高い。相対的に高い光透過率を有する状態が、視覚で認識できる頻度
で繰り返されるとき、あるいは、継続されるとき、リバース型の調光シート１０は、透明
であって、撮像部２０を第１空間で視覚認識可能とする。
【００４６】
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　第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２との電位差が所定値以上であるとき
、すなわち、２つの透明電極１１，１２間の電圧が所定値以上であるとき、リバース型の
調光シート１０は、調光層１３が可視光を透過しないように、液晶分子の配向方向を無秩
序化させる。液晶分子の配向方向が無秩序なとき、リバース型の調光シート１０での光透
過率は、相対的に低い。相対的に低い光透過率を有する状態が、視覚で認識できる頻度で
繰り返されるとき、あるいは、継続されるとき、リバース型の調光シート１０は、不透明
と認識され、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能とする。
【００４７】
　［撮像部］
　図４は、撮像素子の配列と電荷量の転送とを概念的に説明する撮像部の構成図である。
図４が示すように、撮像部２０は、イメージセンサー２１を備える。イメージセンサー２
１は、二次元に配列された複数の撮像素子２１Ｄを備える。各撮像素子２１Ｄは、ＣＣＤ
（Charged coupled devices)、あるいは、ＣＭＯＳ（Complementary metal oxide semico
nductor）である。二次元に配列された複数の撮像素子２１Ｄは、単一の受像面２１Ｓを
構成する。
【００４８】
　イメージセンサー２１は、電子シャッターを備える。電子シャッターが開くことは、光
電変換可能な状態を撮像素子２１Ｄに設定することである。電子シャッターが閉じること
は、光電変換後の電荷量を撮像素子２１Ｄから転送することである。
【００４９】
　シャッターが開いている期間は、撮像期間Ｔ１である。シャッターが閉じている期間は
、垂直ブランキング期間Ｔ２である。撮像部２０は、撮像期間Ｔ１に、調光シート１０を
透過した光を取り込む。撮像部２０は、垂直ブランキング期間Ｔ２に、光電変換された電
荷量、すなわち、撮像結果の転送を行う。
【００５０】
　タイミング制御部３２は、各種のタイミング制御信号ＳＩＧＴを生成する。タイミング
制御信号ＳＩＧＴは、リセット信号Ｐ１、切換信号Ｐ２、垂直クロック信号Ｐ３、水平ク
ロック信号Ｐ４を含む。リセット信号Ｐ１は、撮像期間Ｔ１の開始と、垂直ブランキング
期間Ｔ２の終了とを定める。切換信号Ｐ２は、撮像期間Ｔ１の終了と、垂直ブランキング
期間Ｔ２の開始とを定める。
【００５１】
　タイミング制御部３２は、例えば、起動信号ＳＩＧＦと基準クロックＣＫＢとを用いて
、リセット信号Ｐ１を生成する。タイミング制御部３２は、リセット信号Ｐ１の生成から
経過した時間を計時し、リセット信号Ｐ１の生成から撮像期間Ｔ１が経過したときに、切
換信号Ｐ２を生成する。
【００５２】
　タイミング制御部３２は、例えば、切換信号Ｐ２と基準クロックＣＫＢとを用いて、垂
直クロック信号Ｐ３を生成する。タイミング制御部３２は、例えば、リセット信号Ｐ１と
基準クロックＣＫＢとを用いて、水平クロック信号Ｐ４を生成する。
【００５３】
　イメージセンサー２１は、リセット信号Ｐ１が入力されるたびに、予め設定された撮像
期間Ｔ１だけ、シャッターを開ける。すなわち、リセット信号Ｐ１は、撮像期間Ｔ１の開
始タイミングを定める。リセット信号Ｐ１は、タイミング制御部３２からイメージセンサ
ー２１に入力される。
【００５４】
　撮像部２０は、撮像部２０に取り込まれた光を、撮像部２０が備える光学系を通して、
受像面２１Ｓに結像する。イメージセンサー２１は、受像面２１Ｓに結ばれた像を、各撮
像素子２１Ｄの電荷量に変換する。各撮像素子２１Ｄの電荷量は、当該撮像素子２１Ｄで
の光の強弱を示す。
【００５５】
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　撮像素子２１Ｄは、光電変換によって得られる電荷量を撮像期間Ｔ１に蓄積する。すな
わち、リセット信号Ｐ１は、撮像素子２１Ｄに光電変換と電荷蓄積とを開始させる。切換
信号Ｐ２は、撮像期間Ｔ１の終了タイミングを定めて、撮像素子２１Ｄに電荷蓄積を終了
させる。
【００５６】
　イメージセンサー２１は、各撮像素子２１Ｄの電荷量を転送する。イメージセンサー２
１の転送方式は、フレーム転送、インターライン転送、フレームインターライン転送のい
ずれか一種である。
　フレームは、撮像期間Ｔ１に蓄積された各撮像素子２１Ｄでの電荷量の集合である。フ
レームは、１枚の画像を生成するための画像データである。イメージセンサー２１は、垂
直ブランキング期間Ｔ２に、単一のフレームを転送する。
【００５７】
　詳述すると、イメージセンサー２１は、１行分の撮像素子２１Ｄを水平ライン２１Ａと
して取り扱う。イメージセンサー２１は、垂直クロック信号Ｐ３が入力されるたびに、１
行分の水平ライン２１Ａの電荷量を垂直転送する。垂直転送による転送先は、水平ＣＣＤ
２１Ｔである。イメージセンサー２１は、垂直クロック信号Ｐ３が入力されるたびに、垂
直転送の対象を、１行目の水平ライン２１Ａから最終行の水平ライン２１Ａまで、順に繰
り上げる。
【００５８】
　次いで、イメージセンサー２１は、水平クロック信号Ｐ４が入力されるたびに、水平Ｃ
ＣＤ２１Ｔの電荷量を、撮像素子２１Ｄが並ぶ順序に従って水平転送する。水平転送によ
る転送先は、イメージセンサー２１が備えるレジスタ２１Ｔである。これにより、イメー
ジセンサー２１は、単一のフレームをレジスタ２１Ｔに転送する。
【００５９】
　垂直クロック信号Ｐ３が繰り返される期間は、単一のフレームを垂直転送するための期
間であって、垂直ブランキング期間Ｔ２に含まれる。垂直クロック信号Ｐ３は、タイミン
グ制御部３２からイメージセンサー２１に入力される。なお、切換信号Ｐ２は、１行目の
電荷量を転送するための垂直クロック信号Ｐ３に用いることも可能である。
【００６０】
　水平クロック信号Ｐ４が繰り返される期間は、単一のフレームを生成するための期間で
あって、撮像期間Ｔ１に含まれる。撮像期間Ｔ１に含まれる水平クロック信号Ｐ４は、タ
イミング制御部３２からイメージセンサー２１に入力される。
【００６１】
　［調光シート駆動装置］
　図５が示すように、調光シート駆動装置３０は、制御部３１、電圧印加部３３、交流電
源３４、および、入力処理部３５を備える。
　制御部３１は、制御レベルの電圧で動作する中央演算処理装置、および、メモリを備え
る。制御部３１は、各種の処理を全てソフトウェアで処理するものに限らない。例えば、
制御部３１は、各種の処理のうちの少なくとも一部の処理を実行する専用のハードウェア
（特定用途向け集積回路：ＡＳＩＣ）を備えてもよい。制御部３１は、ＡＳＩＣなどの１
つ以上の専用のハードウェア回路、コンピュータプログラム（ソフトウェア）に従って動
作する１つ以上のプロセッサ（マイクロコンピュータ）、あるいは、これらの組み合わせ
、を含む回路としても構成される。なお、以下では、制御部３１が、読み取り可能な可読
媒体に調光シート駆動プログラムを記憶し、可読媒体が記憶する駆動プログラムを読み出
して実行し、各種信号の出力を行う例を説明する。
【００６２】
　交流電源３４は、入力電圧を調光シート１０の駆動レベルに変換して、変換後の直流電
圧を電圧印加部３３に出力する。また、交流電源３４は、入力電圧を制御レベルに変換し
て、変換後の直流電圧を制御部３１や入力処理部３５に出力する。調光システムは、店舗
、オフィスビル、住宅、駅、空港などの各種の建物や、車両などの移動体などに設置され
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る。入力電圧は、移動体が搭載する直流電源、あるいは、建物が備える交流電源である。
【００６３】
　電圧印加部３３は、交流電源３４に接続されたフルブリッジ回路などを備える。電圧印
加部３３は、交流電源３４が入力する直流電圧を用いて、第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２
電極電圧ＳＩＧＤ２とを生成する。電圧印加部３３は、第１透明電極１１に第１電極電圧
ＳＩＧＤ１を印加し、第２透明電極１２に第２電極電圧ＳＩＧＤ２を印加する。
【００６４】
　第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とは、２つの透明電極１１，１２間
に、透過電圧、あるいは、不透過電圧を印加する。透過電圧は、調光シート１０に可視光
を透過させる大きさである。
　ノーマル型での透過電圧は、２つの透明電極１１，１２間に駆動レベルの電圧を設定し
、かつ、２つの透明電極１１，１２間で極性反転を繰り返す。透過電圧は、例えば２０Ｖ
以上である。リバース型での透過電圧は、２つの透明電極１１，１２を共通電位に接続さ
せる。共通電位は、例えば、接地電位（０Ｖ）である。
【００６５】
　不透過電圧は、調光シートに可視光を透過させない大きさである。
　ノーマル型での不透過電圧は、２つの透明電極１１，１２を共通電位に接続させる。共
通電位は、例えば、接地電位である。リバース型での透過電圧は、２つの透明電極１１，
１２間に駆動レベルの電圧を設定し、かつ、２つの透明電極１１，１２間で極性反転を繰
り返す。透過電圧は、例えば２０Ｖである。
【００６６】
　操作部４０は、利用者の入力操作を受け付ける。操作部４０は、利用者の入力操作に基
づいて、調光シート１０と撮像部２０とを操作するための各種の信号を出力する。例えば
、操作部４０は、利用者のモード操作を受けて、モード設定信号ＳＩＧＭを出力する。
【００６７】
　モード設定信号ＳＩＧＭは、第１モードと第２モードとのいずれかを定める信号である
。第１モードと第２モードとは、調光シート１０の駆動モードである。
　第１モードは、調光シート１０が撮像部２０を視覚認識不能としつつ、電圧印加部３３
が透過電圧を周期的かつ瞬間的に印加する駆動形態である。すなわち、第１モードは、相
対的に低い光透過率を有する状態が視覚で認識できるように、電圧印加部３３が不透過電
圧を印加し、かつ、相対的に高い光透過率を有する状態が視覚で認識できない頻度かつ期
間で、電圧印加部３３が透過電圧を印加する駆動形態である。
　第２モードは、電圧印加部３３が透過電圧を印加し続ける。すなわち、第２モードは、
調光シート１０が撮像部２０を視覚認識可能とする駆動形態である。
【００６８】
　入力処理部３５は、操作部４０での入力操作に応じた処理を制御部３１が実行するよう
に、操作部４０から入力される信号を処理する。入力処理部３５は、モード設定部の一例
であり、例えば、入力されたモード設定信号ＳＩＧＭが定めるモードを、制御部３１で処
理できる信号に変換する。
【００６９】
　制御部３１は、タイミング制御部３２を備える。制御部３１は、例えば、入力処理部３
５の処理結果を受けて、起動信号ＳＩＧＦを生成する。起動信号ＳＩＧＦは、タイミング
制御部３２に入力される。また、制御部３１は、入力処理部３５の処理結果を受けて、タ
イミング制御部３２に、モード設定信号ＳＩＧＭに基づくモードを設定する。
【００７０】
　第１モードに設定されたタイミング制御部３２は、入力処理部３５の処理結果を受けて
、透過開始信号ＳＩＧＣ１と不透過開始信号ＳＩＧＣ２とを生成する。第２モードに設定
されたタイミング制御部３２は、入力処理部３５の処理結果を受けて、透過開始信号ＳＩ
ＧＣ１を生成する。
【００７１】
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　透過開始信号ＳＩＧＣ１は、電圧印加部３３に透過電圧を印加させるための制御信号で
あって、リセット信号Ｐ１に同期している。タイミング制御部３２は、リセット信号Ｐ１
と同じく、起動信号ＳＩＧＦと基準クロックＣＫＢとを用いて、透過開始信号ＳＩＧＣ１
を生成する。
【００７２】
　不透過開始信号ＳＩＧＣ２は、電圧印加部３３に不透過電圧を印加させるための制御信
号であって、撮像期間Ｔ１の終了を定める切換信号Ｐ２に同期している。タイミング制御
部３２は、切換信号Ｐ２と同じく、リセット信号Ｐ１の生成からの計時に基づいて、不透
過開始信号ＳＩＧＣ２を生成する。
【００７３】
　タイミング制御部３２は、透過開始信号ＳＩＧＣ１と不透過開始信号ＳＩＧＣ２とを電
圧印加部３３に入力する。電圧印加部３３は、透過開始信号ＳＩＧＣ１と不透過開始信号
ＳＩＧＣ２とに準じたタイミングで、第１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２
とを生成する。
【００７４】
　透過開始信号ＳＩＧＣ１が電圧印加部３３に入力されるとき、電圧印加部３３は、第１
電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とを生成して、２つの透明電極１１，１２
間に透過電圧を印加する。
【００７５】
　不透過開始信号ＳＩＧＣ２が電圧印加部３３に入力されるとき、電圧印加部３３は、第
１電極電圧ＳＩＧＤ１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とを生成して、２つの透明電極１１，１
２間に不透過電圧を印加する。
【００７６】
　［作用］
　上記調光シート駆動装置が行う調光シートの駆動方法を、各種のタイミング制御信号Ｓ
ＩＧＴと電極電圧ＳＩＧＤ１，ＳＩＧＤ２との推移を示すタイミングチャートを用いて説
明する。
【００７７】
　なお、図６は、ノーマル型の調光シート１０に適用される第１モードでのタイミングチ
ャートであり、図７は、リバース型の調光シート１０に適用される第１モードでのタイミ
ングチャートである。まず、図６を参照して、ノーマル型の調光シート１０での例を説明
し、次いで、図７を参照して、リバース型の調光シート１０での例を説明する。
【００７８】
　図６が示すように、制御部３１が起動信号ＳＩＧＦを生成すると、タイミング制御部３
２は、タイミングｔ１に、リセット信号Ｐ１を生成して、撮像部２０にリセット信号Ｐ１
を入力する。また、タイミング制御部３２は、タイミングｔ１に、リセット信号Ｐ１に同
期した透過開始信号ＳＩＧＣ１を生成して、電圧印加部３３に透過開始信号ＳＩＧＣ１を
入力する。
【００７９】
　撮像部２０は、リセット信号Ｐ１の入力に応じて、イメージセンサー２１に光電変換と
電荷蓄積とを開始させる。一方で、電圧印加部３３は、透過開始信号ＳＩＧＣ１の入力に
応じて、第１電極電圧ＳＩＧＤ１を瞬間的に高レベルＶＨに設定し、かつ、第２電極電圧
ＳＩＧＤ２を瞬間的に低レベルＶＬに設定する。すなわち、制御部３１は、撮像部２０に
は、イメージセンサー２１に撮像を開始させると共に、調光シート１０には、２つの透明
電極１１，１２間に、ノーマル型の透過電圧を瞬間的に設定する。これにより、調光シー
ト１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能としつつも、撮像部２０での撮像が可能
となるように、視覚で認識できない期間に高い光透過率を実現する。
【００８０】
　次いで、タイミング制御部３２は、リセット信号Ｐ１から瞬間的である撮像期間Ｔ１が
経過したタイミングｔ２に、切換信号Ｐ２を生成して、撮像部２０に切換信号Ｐ２を入力
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する。さらに、タイミング制御部３２は、垂直クロック信号Ｐ３を生成して、撮像部２０
に垂直クロック信号Ｐ３を入力する。また、タイミング制御部３２は、タイミングｔ２に
、切換信号Ｐ２に同期した不透過開始信号ＳＩＧＣ２を生成して、電圧印加部３３に不透
過開始信号ＳＩＧＣ２を入力する。
【００８１】
　撮像部２０は、切換信号Ｐ２の入力に応じて、イメージセンサー２１に撮像を停止させ
る。また、撮像部２０は、垂直クロック信号Ｐ３の入力に応じて、イメージセンサー２１
に撮像結果であるフレームを垂直転送させる。一方で、電圧印加部３３は、不透過開始信
号ＳＩＧＣ２の入力に応じて、第１電極電圧ＳＩＧＤ１を低レベルＶＬに設定し、かつ、
第２電極電圧ＳＩＧＤ２を低レベルＶＬに設定する。
【００８２】
　すなわち、制御部３１は、撮像部２０には、撮像を停止させて撮像結果を処理させると
共に、調光シート１０には、２つの透明電極１１，１２間に、ノーマル型の不透過電圧を
設定する。これにより、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能とし続
ける。
【００８３】
　次いで、タイミング制御部３２は、タイミングｔ３に、新たなリセット信号Ｐ１を生成
して、撮像部２０にリセット信号Ｐ１を入力する。また、タイミング制御部３２は、水平
クロック信号Ｐ４を生成して、撮像部２０に水平クロック信号Ｐ４を入力する。さらに、
タイミング制御部３２は、タイミングｔ３に、リセット信号Ｐ１に同期した透過開始信号
ＳＩＧＣ１を生成して、電圧印加部３３に透過開始信号ＳＩＧＣ１を入力する。
【００８４】
　撮像部２０は、新たなリセット信号Ｐ１の入力に応じて、イメージセンサー２１に光電
変換と電荷蓄積とを開始させる。また、撮像部２０は、水平クロック信号Ｐ４の入力に応
じて、垂直転送されたフレームを水平転送させる。一方で、電圧印加部３３は、透過開始
信号ＳＩＧＣ１の入力に応じて、第１電極電圧ＳＩＧＤ１を低レベルＶＬに設定し、かつ
、第２電極電圧ＳＩＧＤ２を高レベルＶＨに設定する。
【００８５】
　すなわち、制御部３１は、撮像部２０には、イメージセンサー２１に撮像を開始させる
と共に、調光シート１０には、前回の透過電圧から極性反転させた透明電圧を、２つの透
明電極１１，１２間に設定する。これにより、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間
で視覚認識不能としつつも、撮像部２０での撮像が可能となるように、瞬間的に高い光透
過率を実現する。
【００８６】
　続いて、タイミング制御部３２は、新たなリセット信号Ｐ１から撮像期間Ｔ１が経過し
たタイミングｔ４に、切換信号Ｐ２を生成して、撮像部２０に切換信号Ｐ２を入力する。
さらに、タイミング制御部３２は、垂直クロック信号Ｐ３を生成して、撮像部２０に垂直
クロック信号Ｐ３を入力する。また、タイミング制御部３２は、タイミングｔ４に、切換
信号Ｐ２に同期した不透過開始信号ＳＩＧＣ２を生成して、電圧印加部３３に不透過開始
信号ＳＩＧＣ２を入力する。そして、制御部３１は、撮像部２０には、撮像を停止させて
撮像結果を処理させると共に、調光シート１０には、２つの透明電極１１，１２間に、ノ
ーマル型の不透過電圧を設定する。これにより、調光シート１０は、撮像部２０を第１空
間で視覚認識不能とし続ける。
【００８７】
　そして、タイミング制御部３２は、さらなるリセット信号Ｐ１を生成するタイミングｔ
５まで、タイミングｔ２からタイミングｔ３までの処理を行い、これにより、撮像部２０
を第１空間で視覚認識不能とし続ける。
【００８８】
　以降、調光シート駆動装置は、例えば、操作部４０から新たなモード設定信号ＳＩＧＭ
が入力されるまで、タイミングｔ１からタイミングｔ５までの処理を繰り返す。
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【００８９】
　図７が示すように、リバース型の調光シート１０においても、制御部３１が起動信号Ｓ
ＩＧＦを生成すると、タイミングｔ１には、タイミング制御部３２が撮像部２０にリセッ
ト信号Ｐ１を入力し、また、リセット信号Ｐ１に同期した透過開始信号ＳＩＧＣ１を電圧
印加部３３に入力する。
【００９０】
　タイミングｔ２には、タイミング制御部３２が撮像部２０に切換信号Ｐ２を入力し、ま
た、垂直クロック信号Ｐ３を入力する。また、タイミング制御部３２は、切換信号Ｐ２に
同期した不透過開始信号ＳＩＧＣ２を電圧印加部３３に入力する。
【００９１】
　タイミングｔ３には、タイミング制御部３２が撮像部２０に新たなリセット信号Ｐ１と
水平クロック信号Ｐ４とを入力する。また、タイミングｔ３には、タイミング制御部３２
がリセット信号Ｐ１に同期した透過開始信号ＳＩＧＣ１を電圧印加部３３に入力する。
【００９２】
　タイミングｔ４には、タイミング制御部３２が撮像部２０に切換信号Ｐ２を入力し、ま
た、垂直クロック信号Ｐ３を入力する。また、タイミング制御部３２は、切換信号Ｐ２に
同期した不透過開始信号ＳＩＧＣ２を電圧印加部３３に入力する。
【００９３】
　この間、タイミングｔ１からタイミングｔ２には、制御部３１がイメージセンサー２１
に光電変換と電荷蓄積とを行わせる。タイミングｔ２からタイミングｔ３には、制御部３
１がイメージセンサー２１に撮像を停止させてフレームを垂直転送させる。タイミングｔ
３からタイミングｔ４には、制御部３１が再びイメージセンサー２１に光電変換と電荷蓄
積とを行わせて、垂直転送されたフレームを水平転送させる。タイミングｔ４からタイミ
ングｔ５には、制御部３１が再びイメージセンサー２１に撮像を停止させて新たなフレー
ムを垂直転送させる。
【００９４】
　一方、タイミングｔ１からタイミングｔ２には、制御部３１が第１電極電圧ＳＩＧＤ１
に低レベルＶＬを設定し、かつ、第２電極電圧ＳＩＧＤ２に低レベルＶＬを設定する。す
なわち、制御部３１は電圧印加部３３にリバース型での透過電圧を設定させる。これによ
り、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能としつつも、撮像期間Ｔ１
には、撮像部２０での撮像が可能となるように、瞬間的に高い光透過率を実現する。
【００９５】
　また、タイミングｔ２からタイミングｔ３には、制御部３１が第１電極電圧ＳＩＧＤ１
に高レベルＶＨを設定し、かつ、第２電極電圧ＳＩＧＤ２に低レベルＶＬを設定する。す
なわち、制御部３１は電圧印加部３３にリバース型の不透過電圧を設定させる。これによ
り、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能とし続ける。
【００９６】
　さらに、タイミングｔ３からタイミングｔ４には、制御部３１が第１電極電圧ＳＩＧＤ
１に低レベルＶＬを設定し、かつ、第２電極電圧ＳＩＧＤ２に低レベルＶＬを設定する。
すなわち、制御部３１は電圧印加部３３に再びリバース型の透過電圧を設定させる。これ
により、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認識不能としつつも、撮像期間
Ｔ１には、撮像部２０での撮像が可能となるように、瞬間的に高い光透過率を実現する。
【００９７】
　そして、タイミングｔ４からタイミングｔ５には、制御部３１が第１電極電圧ＳＩＧＤ
１に低レベルＶＬを設定し、かつ、第２電極電圧ＳＩＧＤ２に高レベルＶＨを設定する。
すなわち、制御部３１は、電圧印加部３３に、前回の不透過電圧から極性を反転させた不
透過電圧を設定させる。これにより、調光シート１０は、撮像部２０を第１空間で視覚認
識不能とし続ける。
【００９８】
　以上、上記実施形態によれば以下に列挙する効果が得られる。
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　（１）撮像部２０を覆う調光シート１０が、第１モードにおいて、撮像部２０を視覚認
識不能とする。そのため、調光シート１０を隔てた第２空間では、第２空間に位置する人
の意識から撮像部２０の存在が除かれる、あるいは、撮像部２０に対する意識が希薄とな
る。また、第２空間内から見て、同空間を区切る側壁面ＷＳ、天井面ＷＴ、および、調光
シート１０の意匠性を高めることもできる。
【００９９】
　（２）撮像部２０の撮像期間Ｔ１に調光シート１０が瞬間的に光透過率を高めるため、
撮像部２０は、視覚では撮像部２０を認識不能とする空間に配置される一方で、当該空間
内から第２空間を撮像することが可能ともなる。
【０１００】
　（３）撮像部２０を視覚認識不能とする第１モードと、撮像部２０を視覚認識可能とす
る第２モードとが設定可能となるため、適用場面に合わせて調光シート１０を駆動させる
ことが可能ともなる。
【０１０１】
　例えば、撮像部２０が防犯装置として店舗内に設置される場合、タイミング制御部３２
が第１モードに設定されて、撮像部２０が視覚認識不能となることによって、犯罪の解決
機能が高められる。一方、タイミング制御部３２が第２モードに設定されて、撮像部２０
を視覚認識可能とすることによって、犯罪の抑止機能が高められる。
【０１０２】
　（４）ノーマル型の調光シート１０であれ、リバース型の調光シート１０であれ、上述
した調光シートの駆動装置であれば、（１）～（３）に準じた効果が得られる。
【０１０３】
　（５）調光シート１０を通してイメージセンサー２１が光を取り入れる期間、すなわち
撮像期間Ｔ１と、調光シート１０が光透過率を瞬間的に高める期間とにずれが生じている
場合、調光シート１０を通した撮像結果において、画像の明るさやコントラストを十分に
高められないおそれがある。この点、調光シート１０を通してイメージセンサー２１が光
を取り入れる期間、すなわち撮像期間Ｔ１と、調光シート１０が光透過率を瞬間的に高め
る期間との間で、時刻同期を図ることが可能となるから、調光シート１０を通した撮像結
果による画質を高めることが可能ともなる。
【０１０４】
　（６）撮像素子２１Ｄでの光電変換の開始タイミング、および、撮像素子２１Ｄでの電
荷蓄積の終了タイミングは、全ての撮像素子２１Ｄを対象として時刻同期が図られる機会
である。そのため、光電変換の開始タイミングと、調光シート１０での透明遷移の開始タ
イミングとの同期を図る構成、すなわち、リセット信号Ｐ１と透過開始信号ＳＩＧＣ１と
の同期を図る構成であれば、全ての撮像素子２１Ｄに共通するタイミングで、撮像を開始
できる。
【０１０５】
　また、電荷蓄積の終了タイミングと、調光シート１０での不透明遷移の開始タイミング
との同期を図る構成、すなわち、切換信号Ｐ２と不透過開始信号ＳＩＧＣ２との同期を図
る構成であれば、全ての撮像素子２１Ｄに共通するタイミングで、撮像を終了できる。結
果として、撮像素子２１Ｄ間での撮像結果のばらつきを抑えることが可能ともなる。
【０１０６】
　以上、上記実施形態は、以下のように変更して実施することが可能である。
　［調光システム］
　・調光システムは、イメージセンサー２１の駆動を制御するセンサー制御部と、調光シ
ート１０を駆動する調光シート駆動装置と、を各別に備えることも可能である。図８は、
撮像駆動装置と調光シート駆動装置とを備える変更例の構成を示す構成図である。
【０１０７】
　図８が示すように、撮像部２０は、センサー制御部２２と時刻同期通信部２６とを備え
る。調光シート駆動装置３０は、シート制御部３７と時刻同期通信部３６とを備える。
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【０１０８】
　センサー制御部２２は、上記実施形態で説明した各種のタイミング制御信号ＳＩＧＴを
生成する。センサー制御部２２は、リセット信号Ｐ１と切換信号Ｐ２とをイメージセンサ
ー２１に入力して、イメージセンサー２１に撮像期間Ｔ１だけシャッターを開けさせる。
センサー制御部２２は、垂直クロック信号Ｐ３と水平クロック信号Ｐ４とをイメージセン
サー２１に入力して、イメージセンサー２１にフレームを転送させる。すなわち、センサ
ー制御部２２は、上記実施形態で説明した制御部３１が有する機能のうち、イメージセン
サー２１を駆動するための機能を別体として備える。
【０１０９】
　シート制御部３７は、上記実施形態で説明した透過開始信号ＳＩＧＣ１と不透過開始信
号ＳＩＧＣ２とを生成する。シート制御部３７は、透過開始信号ＳＩＧＣ１と不透過開始
信号ＳＩＧＣ２とを電圧印加部３３に入力して、電圧印加部３３に第１電極電圧ＳＩＧＤ
１と第２電極電圧ＳＩＧＤ２とを印加させる。すなわち、シート制御部３７は、上記実施
形態で説明した制御部３１が有する機能のうち、調光シート１０を駆動するための機能を
別体として備える。
【０１１０】
　撮像部２０が備える時刻同期通信部２６と、調光シート駆動装置３０が備える時刻同期
通信部３６とは、撮像部２０と調光シート駆動装置３０との間で、時刻同期を可能とする
。すなわち、各時刻同期通信部２６，３６は、撮像部２０の基準クロックであるセンサー
クロックＣＬ２と、調光シート駆動装置３０の基準クロックであるシートクロックＣＬ３
とを同期させる。
【０１１１】
　例えば、センサー制御部２２は、基準時刻の提供元となるマスターである。調光シート
駆動装置３０は、基準時刻に同期するスレーブである。時刻同期通信部２６は、時刻同期
通信部３６と通信可能に構成されている。各時刻同期通信部２６，３６は、ＰＴＰ（Prec
ision Time Protocol）パケットの送信と受信とを繰り返して、センサークロックＣＬ２
と、シートクロックＣＬ３とのずれを算出する。調光シート駆動装置３０は、センサーク
ロックＣＬ２にシートクロックＣＬ３を時刻同期させるように、シートクロックＣＬ３の
ずれを補正する。
【０１１２】
　時刻同期通信部２６は、リセット信号Ｐ１と切換信号Ｐ２とを、時刻同期通信部３６に
送信する。時刻同期通信部３６は、補正されたシートクロックＣＬ３を用いて、リセット
信号Ｐ１と切換信号Ｐ２とを処理する。すなわち、センサー制御部２２が生成したリセッ
ト信号Ｐ１と、シート制御部３７が生成する透過開始信号ＳＩＧＣ１と、が時刻同期する
ように、時刻同期通信部３６は、リセット信号Ｐ１を処理する。また、センサー制御部２
２が生成した切換信号Ｐ２と、シート制御部３７が生成する不透過開始信号ＳＩＧＣ２と
、が時刻同期するように、時刻同期通信部３６は、切換信号Ｐ２を処理する。
【０１１３】
　上記構成によれば、イメージセンサー２１と調光シート１０とが別々の制御部によって
駆動を制御される構成であっても、上記（１）から（６）に準じた効果を得ることは可能
である。
【０１１４】
　［撮像期間］
　・電圧印加部３３が透過電圧を印加する期間は、リセット信号Ｐ１の生成ごとに定めら
れる期間に限らず、所定回数のリセット信号Ｐ１が生成されるごとに定められる期間であ
ってもよい。
【０１１５】
　例えば、電圧印加部３３が透過電圧を印加する期間は、リセット信号Ｐ１の生成が２回
繰り返されたときに定められてもよい。この構成では、瞬間的に透明な調光シート１０を
用いる撮像と、不透明な調光シート１０を用いる撮像とが、交互に繰り返される。そして
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、不透明な調光シート１０を用いたフレームが介在するとは言え、透明な調光シート１０
を用いた撮像の結果は得られる。このような構成は、例えば、撮像部２０の撮像対象に大
きな変化が頻繁には起こりえないような環境下において、調光シートの駆動に要する負荷
を軽減することができる点で意義がある。
【０１１６】
　・電圧印加部３３が透過電圧を印加する期間は、リセット信号Ｐ１の生成前に開始され
てもよいし、リセット信号Ｐ１の生成後に開始されてもよい。すなわち、調光シート駆動
装置は、撮像部２０の撮像期間Ｔ１と重なるように、調光シート１０を瞬間的に透明とし
てもよい。
【０１１７】
　なお、リセット信号Ｐ１の生成前に透過電圧を印加する構成では、例えば、制御部３１
が、起動信号ＳＩＧＦの入力を受けて、リセット信号Ｐ１の生成を先読みし、リセット信
号Ｐ１の生成に先駆けて、透過開始信号ＳＩＧＣ１を生成する。
【０１１８】
　また、リセット信号Ｐ１の生成後に透過電圧を印加する構成では、例えば、制御部３１
が、透過開始信号ＳＩＧＣ１の生成を、リセット信号Ｐ１の生成から所定時間だけ遅らせ
る。
【０１１９】
　・電圧印加部３３が不透過電圧を印加する期間は、切換信号Ｐ２の生成前に開始されて
もよいし、切換信号Ｐ２の生成後に開始されてもよい。すなわち、調光シート駆動装置は
、撮像部２０の垂直ブランキング期間Ｔ２と重なるように、調光シート１０を瞬間的に透
明としてもよい。
【０１２０】
　なお、切換信号Ｐ２の生成前に不透過電圧を印加する構成では、例えば、制御部３１が
、リセット信号Ｐ１の生成を受けて、切換信号Ｐ２の生成を先読みし、切換信号Ｐ２の生
成に先駆けて、不透過開始信号ＳＩＧＣ２を生成する。
【０１２１】
　また、切換信号Ｐ２の生成後に不透過電圧を印加する構成では、例えば、制御部３１が
、不透過開始信号ＳＩＧＣ２の生成を、切換信号Ｐ２の生成から所定時間だけ遅らせる。
【０１２２】
　・第２モードは、電圧印加部３３が透過電圧を印加し、かつ、相対的に低い光透過率を
有する状態が視覚で認識できない頻度かつ期間で、電圧印加部３３が不透過電圧を印加す
る駆動形態であってもよい。この際、撮像部２０の撮像期間Ｔ１に調光シート１０が瞬間
的に光透過率を下げないように、調光シート駆動装置３０は、調光シートに不透過電圧を
印加する。すなわち、タイミング制御部３２は、電圧印加部３３の出力値を制御して、撮
像部２０での撮像期間Ｔ１に透過電圧を印加させる。
【０１２３】
　この構成によれば、撮像部２０が視覚で認識される期間に行われる瞬間的な光透過率の
低下が、撮像部２０の撮影を妨げることがない。そのため、撮像部２０が視覚で認識され
る期間に、第１空間ＳＰ内から第２空間を確実に撮像することが可能ともなる。
【０１２４】
　［調光シート］
　・不透明な調光シート１０は、無彩色であってもよいし、有彩色であってもよい。
　不透明な調光シート１０が有する色相や明るさは、側壁面ＷＳや天井面ＷＴと同じであ
ってもよい。この構成によれば、第１空間と第２空間とを区切る構造体の意匠性が、さら
に高められる。
　・透明な調光シート１０は、無色透明であってもよいし、有色透明であってもよい。
【０１２５】
　［調光システム］
　・調光システムが備える撮像部は、複数のフレームが連続する動画を撮像する構成であ
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【０１２６】
　・調光シートの形態は、液晶分子の配向制御によって透明と不透明とを切り換える方式
に限らず、調光シートに印加される電場の大きさに応じて可逆的に酸化還元反応を進める
と共に、その酸化還元反応の進行に伴って光の吸収率を変えるエレクトロクロミック方式
であってもよい。
【符号の説明】
【０１２７】
　ＣＬ２…センサークロック、ＣＬ３…シートクロック、ＣＫＢ…基準クロック、Ｐ１…
リセット信号、Ｐ２…切換信号、Ｐ３…垂直クロック信号、Ｐ４…水平クロック信号、Ｓ
ＩＧＣ１…透過開始信号、ＳＩＧＣ２…不透過開始信号、ＳＩＧＤ１…第１電極電圧、Ｓ
ＩＧＤ２…第２電極電圧、ＳＩＧＦ…起動信号、ＳＩＧＭ…モード設定信号、ＳＩＧＴ…
タイミング制御信号、Ｔ１…撮像期間、Ｔ２…垂直ブランキング期間、ＷＳ…側壁面、Ｗ
Ｔ…天井面、１０…調光シート、１１…第１透明電極、１２…第２透明電極、１３…調光
層、１４…第１配向膜、１５…第２配向膜、２０…撮像部、２１…イメージセンサー、２
１Ｄ…撮像素子、２１Ｔ…水平ＣＣＤ、３０…調光シート駆動装置、３１…制御部、３２
…タイミング制御部、３３…電圧印加部、３４…直流電源、３５…入力処理部、４０…操
作部。
【要約】
【課題】調光シートを挟む一方の空間から他方の空間を撮像可能な調光シート駆動装置、
調光システム、および、調光シート駆動方法を提供する。
【解決手段】調光シート１０の光透過率を瞬間的に高めるための電圧が透過電圧であり、
調光シート１０は、第１透明電極１１と第２透明電極１２との間に液晶組成物を備え、電
圧は、第１透明電極１１と第２透明電極１２との間に印加される電圧であり、透明電極間
に電圧を印加する電圧印加部３３の出力値を制御して、調光シート１０に覆われた撮像部
を視覚認識不能とする状態を調光シートに維持させつつ、撮像部での撮像期間に透過電圧
を印加させるタイミング制御部を備える。
【選択図】図５
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【図７】
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